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通
称
阿
久
津
権
現
と
呼
ば
れ
る
こ
の

神
祠
は
、
約
す
酬
四
方
の
石
祠
で
、
銅

製
の
扉
の
外
面
に
「
日
光
山
奉
寄
進
覚
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
覚
書
の
一
条
に
「
宇
都
宮
外
久

じ
ら

次
良
大
明
神
…
…
」
と
い
う
文
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
大
明
神
と
は
、
現
在
の
徳

次
郎
町
の
智
賀
都
神
社
で
、
「
徳
次
郎
」

の
地
名
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
と
し
て
貴
重
で
す
。

わ
に
ぐ
ち

製
作
は
、
扉
の
鰐
口
の
刻
印
か
ら
、

享
保
9
年
8
月
と
判
明
し
て
い
ま
す
。

私
が
小
学
校
二
、
三
年
の
時
ま
で
は
、

毎
年
、
4
月
の
山
開
き
と
9
月
の
山
じ

ま
い
に
、
神
祠
の
扉
を
開
け
、
の
ぼ
り

を
立
て
た
り
近
所
の
人
に
甘
酒
を
配
っ

た
り
し
て
、
豊
作
・
安
全
祈
願
や
感
謝

の
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
（
昭
和
4
2

年
3
月
2
5
日
、
市
の
文
化
財
に
指
定
）
。
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